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・公共施設への再生可能エネルギー導入事業（ＰＰＡ事業）
・太陽光発電設備等共同購入事業
・循環型トイレの設置
・カーボンニュートラルな都市ガスの導入・包括連携協定
・ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ 宅配再配達防止啓発事業
・リーフレットの作成
・マスコットキャラクター「パネるん」
・次世代自動車の導入
・寄付型自動販売機の設置
・ＳＤＧｓフェスティバルへの参加
・グリーンボンドへの投資
・ペットボトルの水平リサイクル（ボトルｔｏボトル）

など
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〇事業の目的
ゼロカーボンシティの実現に向け、公共施設に太陽光発電設備を設置し、発電した電気を自家消費する
ことで、化石燃料への依存を減らし、二酸化炭素の排出量削減に努めます。また、蓄電池を設置し、災
害時には予備電源として活用します。

〇ＰＰＡ事業とは
ＰＰＡ（Power Purchase Agreement:電力購入契約）とは、設備設置事業者が施設の屋根や隣接地
に太陽光発電設備を設置し、施設側（桑名市）は設備で発電した電気を購入する契約のことです。
施設側（桑名市）は設備を所有しないため、初期費用の負担や設備の維持管理をすることなく、再生
可能エネルギーの電力を使用することができます。

◆ＰＰＡ事業者
オムロンソーシアル
ソリューションズ株式会社
（東京都港区）
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〇設置施設
市内13施設

〇自家消費電力の供給開始日
令和５年４月１日

施設名 PV設置容量
（kw）

蓄電池容量
（kwh）

多度まちづくり拠点施設 72.96 16.4

城東まちづくり拠点施設 34.20 16.4

桑部まちづくり拠点施設 12.16 9.8

久米まちづくり拠点施設 12.16 9.8

在良まちづくり拠点施設 12.16 9.8

七和まちづくり拠点施設 12.16 9.8

城南まちづくり拠点施設 12.16 9.8

深谷まちづくり拠点施設 12.16 9.8

立教まちづくり拠点施設 11.40 9.8

益世まちづくり拠点施設 12.16 9.8

大成まちづくり拠点施設 12.16 9.8

伊曽島まちづくり拠点施設 11.40 9.8

柿安シティホール（市民会館） 141.36 16.4

多度まちづくり拠点施設

城東まちづくり拠点施設
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○取り組み内容
太陽光発電設備や蓄電池について、多くの購入希望者（一般家庭、事業所）を集めることで、スケール
メリットを活かし、市場価格より一定程度安価で購入する取り組み。市民への募集は市が協定を締結した
支援事業者が行い、市は共同購入事業に関する広報支援を行う。

○対象
市内の住宅用、事業所用（10kW未満）

○対象設備
太陽光発電設備、蓄電池

○事業スケジュールと結果
令和４年５月24日

～９月15日 市民等への募集
➡ 参加登録者数 539件

10月～現在 順次設置工事
➡ 契約件数 40件
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○背景
・多度山上公園のトイレの老朽化、水道施設の破損、

人力による給水作業
・登山客（トイレ利用者）の増加 など

○取り組み内容
自然エネルギーを活用した循環式トイレを設置

➣ 太陽光と風力で発電した再生可能エネルギー電気のみで稼働
➣ 完全循環式で給水は原則不要
➣ 浄化槽等の維持管理は原則不要

※観光課による「多度山グリーン好循環創出事業」の一環
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出典:東邦ガスグループ「2050年カーボンニュートラルへの挑戦」より

○取り組み内容
・令和４年７月より、桑名市が管理運営の主体となるすべての公共施設に「カーボンニュートラルＬＮＧ

を原料とする都市ガス」を導入
➣ 需要場所 市内38の公共施設
➣ 供給予定量 500,000㎥ /年
➣ＣО２削減効果 1,300ｔ／年

※カーボンニュートラルな都市ガスとは、天然ガスの採掘から燃焼に至るまでの工程で発生する温室効果ガスを
ＣО２ クレジットにより相殺（カーボンオフセット）し、燃焼しても地球規模ではＣО２が発生しないとみなす
ＬＮＧを活用した都市ガスのこと
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○取り組み内容
・令和５年1月26日に「桑名市と東邦ガス株式会社とのゼロカーボンシティ実現に向けた包括連携協定」

を締結

・包括連携協定の一環として、３月15日に脱炭素先行地域に選定された
みなとアクルス（名古屋市）の視察を実施

視察の様子
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・県の「ミッションゼロ２０５０みえ」と連携して実施
（三重県、桑名市、日本郵便株式会社、ヤマト運輸株式会社）

・宅配便の再配達を防止し、再配達によるＣＯ２排出の削減を図ることを啓発する取り組み
「ライフスタイルに合わせた受け取り方を選択しましょう!」

・令和４年６月にモデル地区において実証実験を実施
・結果は不在率１３．８％（令和３年６月）→１２．２％（令和４年６月）
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〇取り組み内容
・グリーンＩｏＴラボ・桑名への寄付金を活用して啓発リーフレットを作成
・市の公共施設や商業施設、イベントや学校などに配布
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〇取り組み内容
・ゼロカーボンシティを推進するため、市職員がマスコットキャラクターを作成
・マスコットキャラクターの名前は公募により「パネるん」に決定
・「パネるん」は、市広報やホームページなどの広報媒体において啓発等に使用しています

桑名市ゼロカーボンシティ
マスコットキャラクター

パネるん
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〇取り組み内容
・公用車の次世代自動車導入方針に基づき、毎年、次世代自動車（ＭＨＶ自動車、ＥＶ車等）を導入

しています
・令和4年度は軽のEV車（電気自動車）１台を導入しています
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〇取り組み内容
・現在、市の公共施設には計５台の寄付型自動販売機が設置されており、売り上げの一部は

グリーンIoTラボ・桑名にご寄付いただいています

・ⅠｏＴラボの会員である桑名三重信用金庫様
とＵＳＪＣ様も自社にコカ・コーラ様の寄付
型自動販売機を設置していただいており、
売り上げの一部をIoTラボにご寄付いただい
ています

伊藤園様の自動販売機 ３台 本庁舎南玄関、本庁舎１階、
ヤマモリ体育館

コカ・コーラボトラーズジャパン様の
自動販売機 ２台 本庁舎４階、パブリックセンター
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〇取り組み内容
・令和４年12月13日に開催された「第３回SDGｓフェスティバルin名古屋丸の内（SDGｓまつり）」に

参加し、グリーンＩｏＴラボ・桑名をPRしました
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〇取り組み内容
・市の基金の一部を活用し、ＥＳＧ投資の一環として、三重県や愛知県が発行する「グリーンボンド」への

投資を行いました

銘 柄
三重県令和4年度
第1回公募公債

みえグリーンボンド

愛知県令和4年度
第13回公募公債
グリーンボンド

年 限 10年 5年

発行額 65億円 100億円

資金使途 温室効果ガスの排出削減・吸収対策、気候
変動の影響の軽減対策

エネルギーの効率化、汚染の防止と管理、
生物自然資源及び土地利用に係る環境維持
型管理、など

購入額 5,000万円 1億円

購入日 令和4年10月17日 令和4年12月20日
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〇取り組み内容
・令和４年８月に、サントリーグループと「ペットボトルの水平リサイクル事業に関する協定」を締結

しました
・水平リサイクルとは、使用済み製品を原料として用いて、同じ種類の製品につくりかえるリサイクル

のことです


